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の整備条件を整理し、 1 )床面ならびに低位置壁面等の低所空間の情報強化、 2 )連続情報の有効性、 3) 明確な情





















を整理し、空間情報のあり方について、 1 )低所空間の情報強化、 2 )連続的情報の提示、 3 )明確な情報提示、
および 4) 早い段階からの事前情報提示の 4 条件の重要性を示し、さらに、今後の研究課題を考察しているo
以上のように、本研究は、痴呆性高齢者の視覚情報注視行動特性を明らかにし、さらに従来研究の行われてこなかっ
た痴呆の型別の特徴をも検討し、これらに基づいていわゆる健常者に対するものとは異なる建築空間整備指針を提示
しており、建築工学、特に、痴呆性高齢者生活環境整備に関する研究の発展に寄与するところ大である。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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